
登米高通信 
将来にわたって活躍できる土台を備え， 

地域を支える人材を育成する高校 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

４月７日(木)、 本校 PTA会長 及川卓也様、同窓会長 

佐々木康明様をはじめ，多数のご来賓のご臨席のもと，

入学式が行われました。1２0 名の入学生が各クラス担

任から一人一人が呼名されたのち，西塚久良校長から入

学が許可されました。新入生代表として, 1 年 3 組佐藤

似音君（米山中出身）より宣誓がなされました。 

 

「このたび、私たち新入生１２０名は宮城県登米高等学

校に入学を許可されました。つきましては、校規を厳守し、

生徒としての本分を守り、文武両道に、切磋琢磨すること

をここに誓います。」 

厳粛な中にも、和やかな雰囲気で新入生を迎えること

ができ、平成２８年度の新たなスタートとなりました。 

宣誓をする代表の佐藤似音君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月３日～「カヌースプリント海外派遣選手最終選考記録会」

（会場：石川県小松市木場潟カヌー競技場）が行われ，本校カ

ヌー部・橋沼新選手（３年）と加藤美奈選手（3 年）が「カヤ

ック」種目で宮城県代表として出場しました。橋沼君は惜しく

も決勝には進めませんでしたが、加藤さんが決勝に進み第２位

という成績を修め，「ジュニア世界選手権」ならびに「オリンピ

ックホープス」両大会のジュニア世界選手権の日本代表に選出

されました。宮城県初の U１８女子日本代表となります！ 

当日は強風の悪条

件の中で、高い集中

力と勝負強さを発揮

しました。今後は、

日本だけでなく世界

の選手たちと戦うこ

とでさらなる飛躍が

期待されます。 

世界大会は、７月末に「ジュニア世界選手権」がベラルーシ

で、９月末に「オリンピックホープス」がハンガリーで行われ

ます。登米高代表としてだけでなく、日本のジュニア代表とし

てガンバってください！ 

☆加藤美奈さんの活躍は、河北新報や大崎タイムス、NHK「て

れまさむね」でも紹介されました。広報『TO ME』７月号、

スポーツ誌『STANDARD』７月号にも特集が掲載されます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県登米高等学校 

〒987－0702 

登米市登米町寺池桜小路 3 

TEL 0220（52）2670 

FAX 0220（52）2671 

本校へのご意見をお寄せ下さい！ 

   
生徒会長        

   
生徒会長        

平成 28 年度 入学式挙行 

～１２０名の新入生を迎えて～ 

《平成２８年４・５月号》 

平成２８年５月３０日 
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こ
の
「
登
米
高
通
信
」
は
、
保
護
者
の
皆

様
，
中
学
校
の
生
徒
や
先
生
方
、
地
域
の
関

係
機
関
の
皆
様
に
対
し
、
日
ご
ろ
の
学
習
活

動
や
諸
活
動
に
生
き
生
き
と
取
り
組
む
登

米
高
生
の
姿
を
お
伝
え
す
る
た
め
に
発
行
す

る
も
の
で
す
。
本
通
信
を
登
米
高
か
ら
の
積

極
的
な
情
報
発
信
と
位
置
づ
け
、
定
期
的
に

発
行
し
て
皆
様
に
お
届
け
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
「登
米
高
通
信
」
を
通
じ
て
、
登

米
高
の
教
育
活
動
に
よ
り
い
っ
そ
う
の
ご
理

解
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
な
ら
幸

い
で
す
。 

 

今
年
度
、
登
米
高
校
が
目
指
す
教
育
は
、

「
将
来
に
わ
た
っ
て
活
躍
で
き
る
土
台
を
備

え
、
地
域
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す
る
高

校
」
で
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
求
め
ら
れ
る

の
は
、
第
一
に
「
確
か
な
学
力
」
を
身
に
付
け

る
こ
と
。
第
二
に
個
々
の
「
進
路
目
標
を
実

現
」
す
る
こ
と
。
第
三
に
「
健
や
か
な
心
身
を

は
ぐ
く
み
、
個
性
の
伸
長
を
は
か
る
」
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
地
域
に
支
え
ら
れ
て
い
る
本

校
は
、
地
域
の
皆
様
と
の
交
流
を
通
じ
た
、

「
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
」
が
何
よ
り
も

不
可
欠
で
す
。 

登
米
高
校
は
今
年
度
末
を
も
っ
て
商
業

科
が
閉
科
と
な
り
、
普
通
科
三
ク
ラ
ス
の
普

通
高
校
へ
と
転
換
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
伝

統
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
百
周
年
に
向
け
た
新

た
な
歴
史
を
歩
み
始
め
る
登
米
高
校
は
、
い

っ
そ
う
の
指
導
の
充
実
を
は
か
る
と
と
も
に
、

教
育
課
題
へ
の
迅
速
な
対
応
と
、
地
域
貢
献

の
拡
充
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

 

今
後
と
も
，
保
護
者
の
皆
様
，
地
域
の
皆

様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

校訓  誠 実  勤 勉  進 取 



 

昨年の春季大会、高校野球宮城県大会第３位という輝

かしい成績で､東北大会出場を決めた登米高野球部。大き

く成長した登米高野球部は、今春も４月２３日から東部

地区高校野球大会に臨みました。 

初戦の気仙沼高校戦では３－２で勝利し，続く２回戦

志津川高戦は７－０、７回コールドで勝利しました。準

決勝は塩釜高校。惜しくも４－１で敗れはしたものの、

地区第３位となり「県大会出場」を決めました。 

春季県高校野球大会は５月２１日、仙台市民球場で仙

台城南高校との試合に臨みました。結果、惜しくも６－

０で負けてしまいましたが、スタンドからは最後まで、

あたたかい声援が送られました。夏の甲子園予選大会に

向け、新たなスタートを切りました。 

 

 

５月２１日（土）、第１回目の「進路を考える日」で、

進路学習が終日実施されました。学年ごとの特別企画で、

各自の進路意識を深めるため、さまざまな講話や面談な

どを通じて、体系的な進路学習を進めました。 

１学年は、みやぎジョブカフェのキャリアカウンセラ

ー・岡本江美様を講師に、「いずれ職業に就くあなたへ」

というテーマで講話がしていただきました。また保護者

を対象とした講演会も開催され、リクルート進学事業部

の専任講師・増淵千秋様から、「お子様の進路選択につい

て大事にしていただきたいこと」というテーマで、家族

コミュニケーションの大切さを教わりました。 

生徒たちの学習だけでなく、保護者の方々も熱心に耳

を傾け、進路につい

て考える充実した１

日となりました。 

 

 

 

 

 

「登米高生としての誇り！ 明るく元気な挨拶をしよう！ 」 

５月２４日から４日

間、登米高恒例の生徒

会執行部・各部活動で

の朝の挨拶運動がス

タート。テーマは「登

米高生としての誇り

を持ち、大きな声で挨

拶しよう！」です。 

 

毎年恒例の「とよま茶会」が４月２９日、高倉勝子美術館など

で開催されまし

た。本校の茶華

道部は、約２０

０名のお客様に

お点前を披露し、

大盛況のうち日

ごろの練習成果

を発揮しました。 

 

 

［バスケットボール 男子］ ☆優 勝 

［バスケットボール 女子］ ☆優 勝 

［バドミントン 男子］  団体 第３位 

          男子ダブルス 西條・横山ペア 第２位 

［バドミントン 女子］  団体第３位 

             女子シングルス 氏家 第３位 

［卓球 男子］   Aブロック２位  県代表決定戦敗 

［卓球 女子］   Bブロック３位  県代表決定戦勝利 

［サッカー］    Bブロック３位  予選リーグ敗 

［ソフトテニス男子］ 団体 第３位 

           個人 佐々木・加美山ペア  ☆優 勝 

［ソフトテニス女子］ 団体 第２位 

個人 二階堂・佐々木ペア  ☆ベスト８ 

シングルス 小野寺２位  畠山３位 

［バレーボール女子］ ２勝４敗  地区５位 

［ソフトボール女子］（気仙沼高・登米総産高との合同チーム）０勝２敗 

［陸上競技］ 

男子100m 野家 第２位  男子200m 野家 第1位 及川 第２位 

男子 400m 三浦 第２位  400mｈ 三浦 第１位 

男子 400mR 第１位  1600mR 第１位 

女子 400m 伊藤 第２位 永浦 第３位 女子８00m 永浦 第１位 

男子三段跳び 狩野 第３位   女子三段跳び 第１位 沼倉 

金  男子砲丸投げ 第２位 円盤投げ 第３位 ハンマー投げ 第１位 

菅原 女子砲丸投げ 第２位 円盤投げ 第２位 やり投げ 第１位 

高橋 女子砲丸投げ 第１位 円盤投げ 第１位 ハンマー投げ 第１位 

リクルート講師の

話に熱心に耳を傾

ける参加者 


